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調剤時に指示内容を確認し薬剤の過少投与を回避した例 

プレアボイドとは薬学的ケアから患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分など）を回避

あるいは軽減した事例を意味します。今回は、調剤時に患者の体重とカルテの指示内容を確認する

ことで、薬剤の過少投与を回避し、適切な薬物療法に貢献できたプレアボイドを紹介いたします。 
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患者背景 
 

▶原疾患に対して手術予定の患者 

    

 【入院処方（一部抜粋）】 

 Rp. アラベル内用剤 1.5g 1V 

 【継続指示（一部抜粋）】 

 アラベル 1Vを水 100mLで溶解し、うち 25mLを内服 Mさん 

その後、カルテの指示は修正され、適切な投与量で投与された。 

調剤時に患者の体重とカルテの溶解量の指示を確認することで、薬剤の過少投与を回避し、適切

な薬物療法に貢献できた。 

薬剤師 医師 

M さんのアラベル内用剤について確認があります。 

カルテで、「1Vを水 100mLで溶解し、うち 25mLを内服」と指示いた

だいていますが、M さんの体重 37.5kgでは投与量が 10mg/kgにな

ります。通常 20mg/kgで投与する薬剤ですので、溶解量についてご

確認いただけないでしょうか。 

ご連絡ありがとうございます。 

「1Vを水 50mLで溶解し、うち 25mLを内服」に修正します。 

ご確認いただきありがとうございました。 

調剤時 

アラベル内用剤が処方されている。 

カルテでは、「1Vを水 100mLで溶解し、うち 25mLを内服」と指示さ

れている。アラベル内用剤は、通常 20mg/kgで投与する薬剤だが、

M さんの体重 37.5kgでは 10mg/kg と少量になってしまう。 

溶解量の指示を確認してみよう。 


